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食育の推進にあたっては、年齢層や関係する分野が保健、医療、産業振興、教育など多岐にわたる

ことから、日常の家庭での食生活や学校、地域住民、地域ボランティア団体、ＮＰＯ法人、生産者、

食関連事業者、消費者団体などが、食育活動においてそれぞれの役割を理解し、相互に連携や補完を

しながら活動し、実践の環を広げていくことが重要です。 

計画の進捗管理については、毎年具体的な取り組み状況（実施内容、参加人数、回数など）や目標

の達成状況を担当課に確認し、進捗状況を把握します。 

また、第３次食育推進計画の検証については、担当課で構成する庁内ワーキンググループなどで検

証し、次期計画の取り組みに反映させていきます。 

 

 

  

  

６．食育の推進体制・進捗管理 

 

留萌市の目指す姿と本計画の基本方針 

 
 

○食育推進体制イメージ 

乳・幼児期

行政の役割
（母子保健）

幼稚園・保育園
の役割

学齢期

学校の役割

青・壮年期

行政の役割
（生活習慣病予防）

高齢期

行政の役割
（介護予防）

家庭の役割（食と子育て） 家庭の役割（家族の食と健康）

地域ボランティア団体、ＮＰＯ法人、食品関連事業者、生産者の活動

留萌市食育推進計画
（生涯にわたるライフステージに応じた食育の推進）

（20歳～） （65歳～）

7歳 19歳0歳 65歳


